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ファイル形式選択用のオプション
v75 新機能

　TNT 製品は、表示や様々な処理
で直接利用できる多くの外部ファ
イル形式をサポートしています。
オブジェクトの選択処理の際、ど
のファイル形式を表示するかユー
ザが指定できます。最近使ったファ
イル形式で、現在の処理に適合す
るものは、トグルボタンとして現
れます。現在の処理で直接利用が
サポートされているファイル形式
が全て、トグルボタンの右端のメ
ニューにリストアップされます。
表示処理ではこのリストは 44項目になります。図形オブジェク
トの抜き出し処理の場合、入力オブジェクトのファイル形式メ
ニューは選択肢は 6項目になります。表示するファイルを TNT
プロジェクトファイル (*rvc) だけに絞ることもできます。 これらの選択肢は最近使ったファイル形式の内、現在の処

理に適合しているものを反映します。

このフォルダには沢山のファイルが含まれています
が、シェイプファイルは1つだけです。表示させるファ
イルを .shp 拡張子を持つファイルに切り換えると、選
択が非常に簡単になります。

直接使用がサポートされてい
て、現在の処理に適合する全て
のファイル形式がこのメニュー
にリストアップされます。


